
【背景・ねらい】

地域輪作前期試験で策定した地域輪作営農モデルを現地で実証・評価し、問題点とその

改善策を明らかにし、露地野菜作を中心とした地域輪作の定着を図る。

【成果の内容・特徴】

①地域輪作営農モデルの修正

ア）前期モデルの設定条件

（ア）野菜のセル成型苗利用（イ）セル成型苗の外部委託化と機械移植

（ウ）ほうれんそうの調整作業の外部委託（エ）２年に１回の水稲作付け

イ）設定条件の修正

（ア）ほうれんそうの直播き

（イ）水稲品種を早期極早生・普通期中生の構成から普通期極早生．

②修正した地域輪作営農モデルの結果

ほうれんそうは在圃期間が伸びることで作付面積が減少し、他の野菜作付けが増加した。

ア）水田利用率は、前期モデルに比べ20％減少し、慣行作付体系よりも70％増である。

イ）１人当たり農業所得、同1時間当たり農業所得は、前期モデルに比べそれぞれ11％、

１３％低下し、慣行作付体系よりも23％、２５％増である（表ｌ）。

③地域営農システム

地域輪作営農モデルの実現には、セル成型苗の安定供給とほうれんそうの調製作業を外

部委託することが前提となる（図ｌ）。

ア）野菜支援センター

現在対象集落では、１５戸の農家が年雇39人、臨時雇延べ14,600人を雇用しており、雇

用の確保のため施設化を図る事例もある。そこで、雇用労働力を個別農家から分離させ、

野菜支援センターに集約する。

（ア）育苗部門：安定的にセル成型苗を供給するとともに、現在のセル成型苗の購入費

（8円／本）を低下させる必要があるため、簡易な育苗技術を確立する。

（イ）調整・出荷部門：野菜の作付面積を規制しているのは、収穫‘調整作業である。

調整作業を個別農家から分離し集約化することで、個別農家の作付け拡大を図る。

イ）水稲受託組織：作業受委託方式の導入により水稲の基幹作業を個別農家から分離さ

せ、水稲受託組織を稲作農家7戸で組織する。野菜農家の春・秋の農繁期を軽減すると

ともに、稲作農家の安定を図る。

【成果の活用面・留意点】
土地利用調整システムについては､,農業関係の試験研究成果平成4年２月「露地野菜を主

体とした地域輪作営農モデルの策定」に示している。
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地域輪作営農モデルの体系的評価と地域営農システムの策定

【要約】セル成型苗を購入して機械移植する前提で策定された地域輪作営農モデルの

現地実証試験を行い、その実用性を検証して地域輪作営農モデルの修正を行った。そ

の結果、１時間当たり所得は、慣行作付体系の1.582円から1,975円に増加した。次に

修正したモデルが活用されるための地域営農システムを策定した。
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【具体的データ】

表１露地野菜地帯の営農モデル農家における新作付体系導入の効果

野菜作
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図ｌｏ地区の地域営農システム

【その他】

研究課題名：地域輪作営農モデルの体系的評価

予算区分：国庫（水田農業）

研究期間：平成5年度（平成3～5年）

研究担当者：中原秀人、今林惣一郎、渡辺幸恵

発表論文等：地域輪作前期試験露地野菜地帯における地域輪作方式の定着条件
〃

福岡農総試研報Ｂ（園芸）・１１号、1991。
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